
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日時 

   10 月 30日（土） 

   13：30～17：00 

開場 13：00 

会場 新宮市立丹鶴小学校

体育館 
当日直接会場までお越し下さい。

なお、定員になり次第締め切らせて

いただきます。（定員150名） 

＜駐車場＞  

熊野川河川敷に準備しております。

内  容 

第 1部 

第 1回 熊野川懇談会 

第 2部   

シンポジウム 

  テーマ：歴史流れる「熊野川」を語る 

～世界遺産と文化、暮らしと災害～  

パネラー：神坂次郎（作家・劇作家） 

山本殖生（新宮市熊野学情報センター準備室長） 

橋本卓爾（和歌山大学経済学部教授） 

松村一男（京都大学防災研究所地震予知研究センター助教授） 

司    会：赤井由賀里 （㈱和歌山放送 アナウンサー） 
＜敬称略＞

テーマ：歴史流れる「熊野川」を語る 

    ～世界遺産と文化、暮らしと災害～ 

主  催 国土交通省近畿地方整備局 同紀南河川国道事務所 
     同紀の川ダム統合管理事務所 
問合せ先 近畿地方整備局 紀南河川国道事務所 
     TEL (0739) 22‐4564 FAX (0739) 26‐0629

一般公開（入場無料）

作家 神坂次郎 氏 



 
 
 

 
 

＜会場案内図＞ 

熊野川懇談会とは 

国土交通省では、平成 9 年の河川法改正に伴い、「河川整備基本方針」、「河川整備計画」を策定すること

となりました。 

近畿地方整備局では、今後２０～３０年間の具体的な河川の整備内容を示す河川整備計画を策定するにあ

たり、学識経験者等から意見を頂くことを目的に、各水系において｢流域委員会｣の設置を予定しています。

熊野川では、熊野川の流域委員会である熊野川懇談会の設立に先立ち、「熊野川懇談会設立準備会」（議長：

江頭進治 立命館大学理工学部教授）を設置し、熊野川懇談会の委員構成を定め、運営及び情報公開のあり

方について審議いただきました。 

今回、近畿地方整備局では、この設立準備会の審議結果を受けて、「熊野川懇談会」を設立します。 

熊野川懇談会は、「新宮川（熊野川）水系河川整備計画の案（直轄管理区間）」の策定にあたり、熊野川ら

しさとは何かを考えながら、河川空間の整備と保全を求める地域の声に耳を傾け、また、河川の特性や地域

の風土・文化等の実情に応じた河川整備を推進するために、 

① 河川整備計画の原案について意見を述べる 

② 関係住民意見の聴き方について意見を述べる 

ことを目的に設立するものです。 

＜熊野川懇談会名簿＞     （敬称略） 

氏  名 専門分野 所   属 

井伊博行 水循環、水質 和歌山大学システム工学部教授 

浦木清十郎 歴史・文化、観光、林業 浦島観光ホテル(株) 

江頭進治 河川・砂防 立命館大学理工学部教授   

木本凱夫 農業水利 三重大学生物資源学部助教授 

清岡幸子 地域の特性に詳しい 新宮商工会議所女性会会長 

神坂次郎 歴史・文化 作家、劇作家 

椎葉充晴 水文・水資源 京都大学大学院地球環境学堂教授  

高須英樹 植物、生態系 和歌山大学教育学部教授 

瀧野秀二 水生生物、植物 和歌山県立新宮高等学校教諭 

竹中文博 広報 (株)和歌山放送相談役 

津田晃 地域の特性に詳しい (有)津田林業代表取締役 

中島千登世 地域の特性に詳しい 河川を美しくする会副会長 

橋本卓爾 農業経済、地域政策 和歌山大学経済学部教授 

間瀬肇 海岸・海域災害 京都大学防災研究所助教授 

山本殖生 熊野の歴史・文化・信仰 新宮市熊野学情報センター準備室長 

吉野隆治 発電水力、水源地域対策 (社)電力土木技術協会専務理事 

 
＜議事次第＞ 

第1部 （13：30～16：00） 
第1回 熊野川懇談会 

1 スライド上映 （「熊野川」 撮影 楠本弘児 氏） 

2 開会 

3 開催挨拶 

4 熊野川懇談会委員の紹介 

5 熊野川懇談会設立 

6 議事 

委員長選出、懇談会の規約、情報公開方法等について 

 

第 2部 （16：00～17：00） 
シンポジウム   

1 パネルディスカッション 

テーマ：歴史流れる「熊野川」を語る 

    ～世界遺産と文化、暮らしと災害～ 

パネラー：神坂次郎（作家・劇作家） 

      山本殖生（新宮市熊野学情報 

センター準備室長） 

      橋本卓爾（和歌山大学経済学部教授） 

      松村一男（京都大学防災研究所 

           地震予知研究センター助教授）

＜敬称略＞

2 閉会 


